
い国なので比較にならない
が、ヨーロッパ、とくにド
イツの組織のありかたは興
味深い。我々と長いつき
あいのあるドイツIGメタル
は、金属産業に働く労働
者を企業を越えて組織し
ている労働組合である。そ
ういう意味ではよ

・ ・

この組織である。
ただよ

・ ・

この組織だけで経営側と働
く側の関係が作られているのではな
く、た

・ ・

ての組織は別に用意されてい
る。各企業の事業所ごとに事業所委
員会があって、IGメタル傘下の労働
組合組織と連携をとりながら、事業
所にまつわる課題の解決を行ってい
る。このあたりの間合いはなかなか
理解が難しいところであるが、た

・ ・

て
とよ

・ ・

このバランスをうまくとってい
ると理解できる。
　まとまりのない話になってしまっ
たが、た

・ ・

てがいいかよ
・ ・

こがいいかと
いう二元論的な話ではなく、そのバ
ランスこそが鍵ということである。
連合評価委員会は、よ

・ ・

この活動にバ
ランスを移すことを提起した。
　さて、今回の特集はインダストリ
オール世界大会についてである。こ
れは日本国というた

・ ・

ての枠をさらに
越えた、よ

・ ・

この運動である。今回の
大会で、金属労協から派遣している
松﨑が書記次長に就任することにな
り、書記長も関係の深い北欧出身の
アトレ・ホイエ氏に変わった。これ
まで以上に、インダストリオールを
通じた国際労働運動は身近なものに
なると期待しているし、そうでなく
てはならない。すべてが伝え切れて
いないところが歯がゆいが、インダ
ストリオールの活動のイメージが少
しでも皆さんの頭の中に残ることを
期待したい。

　先日、若手次世代リーダを集めた
組合役員研修会（労働リーダシップ
コース）のゼミナール発表会に参加
した。二週間半の合宿期間中に少
人数のゼミナールで、とことん議論
したことをうまくまとめてくれてい
て、毎回ではあるが私自身も沸き立
つ気持ちになる。そのとき改めて感
じたことは、みんな企業別労働組合
の役員だなぁということである。そ
の気持ちは完全に理解できる。私も、
30年くらい前であるが、日本電気労
働組合三田支部というソフトウェア
部門と製造・試作部門をかかえる組
織の執行委員として労働組合役員の
活動を始めた。毎日のように弁当を
持って職場を回って懇談会をし、こ
ちらの思いを伝え、職場の話をきき、
それらをまとめて会社や組合本部・
上部団体に提案・要求するというの
が活動の主だった。目の前に組合費
をいただいている組合員がいて、そ
の組合員から出てくる様々な問題や
提案にこたえたいというのは現場で
活動する組合役員としては至極真っ
当なことである。レベルの違いこそ
あれ、活動が職場から立ち上がって
いくことを考えると、企業の枠組み
の中で労働組合として活動すること
になるのは必然であろう。
　同じ研修会で、金属労協鈴木顧問
に労働組合運動の歴史や今日的意義

について、毎回講義いただいている。
その中で、今の企業別労働組合組
織の基礎は、戦後の混乱期に職場
における労働組合運動を根付かせ
るため、戦時中に組織されていた大
政翼賛会の企業別組織をベースに
作られたということを述べられてい
る。企業別労働組合は、高度成長期
に力を発揮した。「ジャパンアズナ
ンバーワン」と言われ、日本的経営
がもてはやされた時には、企業別労
働組合による協調的な労使関係が日
本の経済発展の原動力の一つとまで
言われた。
　連合は2003年に「連合評価委員
会最終報告」を発表している。いわ
ゆる中坊委員会の報告である。時の
識者が様々な観点から連合運動、ひ
いては労働組合運動全般について、
助言（というか苦言）を与えてくれて
いる。その中の「改革の課題・目標」
という項で、具体策の二番目として
「企業別組合主義から脱却し、すべ
ての働く者が結集できる新組織戦略
を」と提言されている。その中身は、
「産業構造が大きく変わっていく中
で、労働組合も相当な覚悟をもって
これにあたる必要があり、企業別労
働組合だけでは大転換に対して根
本的に対抗することはできない」と
されている。18年も前の提言であ
るが、同じように大転換期であると
言われる現在にも十分通用する。言
わんとするところは、た

・ ・

てに企業別
労働組合を掘り下げるだけでは大転
換期には十分な対応がのぞめない、
よ
・ ・

こに連携する運動へのリソースシ
フトをすべきだ、ということと理解
できる。
　企業別労働組合は欧米の労働組
合組織との対比で語られることがよ
くある。米は労働者の権利があやし
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た
・ ・

てかよ
・ ・

こか


